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■授業の目的及び到達目標
工学部の学生を対象にした教職科目で、学校教育における職業指導の在り方や意義を学修し、勤労観・職業観を育成する指
導法の研究を行う。また生徒に対しての職業理解を図る学習活動指導法や教材開発法を修得する。
　工学系教員免許取得を目指し、勤労観・職業観の育成、キャリア教育や職業教育を進める意義の理解と教材開発法、職業
指導の授業実践力を修得する。また工業系教諭として教育現場での実践力を身につける。

■授業計画

1 工業高校の現状と進路状況
キャリア教育と職業指導の違い、工業高校卒業生の現状と進路状況を確認し、実際の進路指導を理解する

2  教育基本法等に示された職業指導
教育基本法、学校教育法、中学校学習指導要領、高等学校学習指導要領について各学年での位置付けを知るとともに、
職業観や勤労観の育成について理解する。

3 就職に関わる諸問題１
中学校、高等学校卒業生の就職後の離職率について確認する。その結果を考察し、グループ討議することによりその
原因や解決方法を探り、理解を深める。

4 工業高校の進路指導の実際
工業高校の実際の求人票を確認しながら、担任や進路指導部担当者として生徒への指導、保護者への対応の方法につ
いて理解する。

5 就職に関わる諸問題２
ニートやフリーター、非正規雇用が増大する現状について考察し、討議することによりその原因や解決方法を学習す
る

6 職業指導と工業系の資格
工業高校で取得可能な資格、工業人として将来的に必要な資格の種類とその指導方法上の留意点について理解を深め
る。

7 就労に必要な資質
就労に必要な資質とは何か。第 2 回で取り上げた勤労観や職業観について再確認し、自己教育力の育成に向けた指導
法を学修する。

8 社会人として必要な資質
キャリア教育について理解を深めるとともに、社会人、工業人に必要な資質について学修する。

9 ＩＴ社会・ＡＩ社会における就労形態
ＩＴ社会・ＡＩ社会における産業の多様化や就労形態の変化と対応方法について、グループワークを通して理解を深
める。

10 経済社会情勢の変化と国際化の就労問題
職業指導に不可欠な知識として、人口構成の推移や経済情勢、有効求人倍率について理解を深め、国際化における日
本の位置づけ、高学歴化に伴う就労問題や今後の職業指導の在り方を学修する。

11 職業キャリアの現状とキャリアアップの課題
継続就業者の職業キャリアの現状、離転職状況の推移と転職者について確認し、非正規雇用から正規雇用への移行を
実現する要因について学修する。

12 工業現場の工業生産と様々な管理技術その方法
工業経営の根幹となる生産管理の役割と品質管理の手法、人事管理や安全衛生管理法等を学び、その目的や意義につ
いて理解する。

13 職業指導Ⅰのまとめ
授業内で記述試験を実施し、その解説を行い今後に生かせるようにする

■授業の方法
講義形式で進めますが、その中で明らかになった諸問題については受講生に発問し、考えを述べてもらいながら授業を展開
する。事前に教育時事関係の資料や教材資料等を配付(ブラックボード等にＵｐ)し講義を進める。

■予習・復習
予習として、授業前に配布する資料やプリントを(ブラックボード等にＵｐ)事前に確認する。職業指導、キャリア教育、工
業高校に関する新聞・雑誌記事等を日頃からピックアップする(毎回確認する：１時間程度)。復習として、授業で指示した
課題を整理し、考えをまとめ発表・提出する(１時間程度)。

■成績評価の方法（成績の評定方法、授業態度、レポート等の扱い）
授業内試験（６０％）を実施するが、授業内課題の提出状況と授業への参加態度等（４０％）で総合的に判断する。

■教科書・参考書
教科書・参考書は特に使用しませんが、配布されたプリントや資料等を整理するＡ４版のファイルを準備する。

■関連する科目
職業指導Ⅱ、工業科教育法

■当該科目の実務経験（該当する場合のみ記載）
公立高校に 37 年間勤務(管理職経験を含む)した進路・生活指導等の実績を本科目の指導に生かす。工業、科学技術、普通科
高校の様々な学校での進路指導の経験を具体的(進学・就職、保護者対応)に示す。


